
 

1950 年生まれ。一白町在住。大聖寺実業高校卒業後、小松製作所に勤務。小松勤労

者音楽協議会（労音）で３０数年活動。現在、加賀市議会議員（1 期）、日本共産党加南

地区常任委員、加賀市委員会委員長。家族は妻。趣味は音楽鑑賞。 

こんにちは 

一色  しんいち で 
 す 

（ い っ し き ）  

みなさんに市議会に送り出して頂いて、はや 4 年。寄せられた声を一生懸命、市政

に届けてきました。いま、どこでも暮らしの悲鳴でいっぱい、「くらし・福祉をまもる」

加賀市のために、気持ち新たに頑張っています。 

みなさんのご支援を、よろしくお願いします。 

 

「市民が主人公」のモットーで頑張っています 

いのち・平和を何より大切にー私の原点です 

●被災地・能登への支援をつづけています ●「戦争だけはしてはいけない」 
―父の言葉を胸に刻んで 

 特攻隊の訓練もしてい

た、父の戦争体験を聞い

て育ちました。 

 平和・憲法 9条を守る 

ー私の大事な原点です。 

 のべ 8 回、おコメや物資を

集め能登支援に行って、被災

者の声を聞いてきました。 

 人が大切にされ、災害につ

よい街づくりに、頑張ります。 

●署名を集め、学校給食無償化を実現 ●市民と一緒に、市政をチェック 

 「市長の提案に何でも

賛成」では、議員の務め

は果たせません。 

 厳しく市政をチェック。

議会報告も欠かさずに、

市民に届けています。 

 「コロナ禍の 1 年だけ」だっ

た学校給食の無償。 

 「コロナ後も継続を」と署名

を市民と一緒に集め、小・中

学校とも、「ずっと無償」にな

りました。 

外国人差別をもちこむ排外主義 

許しません！ 
＝各方面から批判＝ 

☆「外国人は日本人と同じ生

活者であり地域住民」 

 ・・・7 月 23 日、全国知事会 

☆「（排外主義による）社会の

破壊、見過ごせず」  

・・・7 月１５日、日本ペンクラブ 

 

 

違いはあっても、互いにリスペクトし

認め合う、民主主義の基本です。 

差別を許さず、温かい人間的連帯に

あふれる社会をつくりましょう。 

藤野 
やすふみ 
元衆院議員 

一緒に 

頑張ります 


